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超短パルスレーザーのパルス幅測定には、自己相関計

（AC）、SPIDER、FROG などが使われてきた。我々はパ

ルス幅のオンサイト測定のため、2 光子応答検出器として

質量分析計（MS）を用いた AC に基づく技術を開発した

が、システムが複雑でレーザーのエネルギーが低下し、

MS の感度も低下する欠点があった。そこで、パルス圧縮

器内のプリズム位置の移動に対する MS の 2 光子イオン化信号の依存性からパルス幅を測定する

新しい方法を開発した。図 1 はパルス圧縮器の光学的配置で、ℓはプリズム内の光学光路長である。

フーリエ限界の条件下でのパルス幅 Δt FTL は      で求められ

ることを明らかにした。ここで、GVD はプリズムの群速度分散、L1/2は 2 光子イオン化信号のプ

リズム位置依存性のデータにおける信号強度の半値半幅である。219 nm のフェムト秒パルスにつ

いて、Δt FTLと L1/2の関係を図 2 に示す。2 光子イオン化信号とプリズム位置の関係を実測した図

3 の結果より、L1/2は 1.7 mm であったので、図 2 のグラフから Δt FTLは 49 fs と求められた。一方、

219 nm のラマン光のスペクトルバンド幅は 2.0 nm であった。これから、ΔtFTL の値はガウス形の

光パルスを仮定すると 35 fs と算出できる。スペクトルバンド幅から見積もった値（35 fs）より

も実験から得られた値（49 fs）がわずかに大きい理由として、光パルス中の 3 次の分散および自

己収束のような非線形光学効果による光パルスフロントの変形等が考えられる。この方法は深紫

外領域におけるパルス幅のオンサイト測定（特に MS）に適用できる。 
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Fig.1 Optical placement of the pulse compression.
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Fig. 2 L1/2 dependence of the Fourier limit pulse width. 
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Fig. 3 Dependence of the two-photon ionization signal 
as a function of the displacement of the prism position.
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